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広
告
の
お
申
し
込
み
は

総
務
課
ま
で

広
告

+

,

人口の動き（前月比）　※３月末現在
総人口 22,421人（－93） 世帯数 7,942世帯
男性 10,712人（－38） 出生 11人 死亡 35人
女性 11,709人（－55） 転入 78人 転出 147人

３月の交通事故（前年比）
事故 28件（＋3）
死者 0人（±0）
負傷者 3人（＋3）

４月の納税
固定資産税（１期）
納期限 4月30日㈮
口座振替 4月26日㈪



　

令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
万
全
を

期
し
、
大
切
な
勝
山
市
民
の
命
を
守
り
育

む
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
が
市
民
生

活
や
経
済
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
が
長
期

化
す
る
中
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
こ

と
で
、
市
民
の
暮
ら
し
と
地
域
経
済
を
支

え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
害
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

危
機
を
克
服
し
、
市
民
の
安
定
し
た
暮
ら

し
を
守
り
続
け
、
安
全
安
心
を
形
成
し
て

い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
、

人
や
企
業
に
選
ば
れ
る
勝
山
市
を
形
成

し
て
い
く
た
め
、
勝
山
市
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
の
施
策
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用

に
よ
る
新
た
な
可
能
性
を
拡
大
さ
せ
る

た
め
の
投
資
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

１
月
・
３
月
補
正
を
含
め
た

15
か
月
予
算
と
し
て
編
成

　

１
月
・
３
月
補
正
で
計
上
し
た
、
国
の

経
済
対
策
関
連
事
業
と
市
単
独
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
域
経

済
対
策
を
、
当
初
予
算
と
一
体
的
に
編
成

し
た
15
か
月
予
算
と
す
る
こ
と
で
、
年
度

の
切
れ
目
な
く
執
行
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
・
３
月
補
正
を
含
め
た
一
般
会
計

予
算
額
は
、
前
年
度
当
初
比
１
億
６
百
万

円
増
の
１
１
７
億
８
千
６
百
万
円
と
な

り
ま
す
。

【
歳
入
の
概
要
】

　

市
民
税
と
固
定
資
産
税
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
か
ら

減
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
地
方

交
付
税
（
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
む
）
は
、

令
和
２
年
国
勢
調
査
人
口
に
測
定
単
位

が
置
き
換
え
に
な
り
、
大
幅
な
減
額
と
な

る
見
込
み
で
す
が
、
市
税
収
入
な
ど
の
落

ち
込
み
や
新
た
に
創
設
さ
れ
た
地
域
デ

ジ
タ
ル
社
会
推
進
費
な
ど
が
増
額
と
な

り
、
前
年
度
比
４
千
５
百
万
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
し
、
国
の
交
付

税
原
資
が
大
幅
な
減
収
と
な
る
見
込
み

で
、
普
通
交
付
税
は
減
額
と
な
り
、
臨
時

財
政
対
策
債
が
増
額
と
な
る
見
込
み
で

す
。
そ
の
結
果
、
主
な
一
般
財
源
は
前
年

度
比
約
４
千
９
百
万
円
の
減
額
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

　

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、

10
年
ぶ
り
に
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
歳
出
の
概
要
】

　

職
員
数
の
減
員
や
、
人
事
院
勧
告
に
よ

る
期
末
手
当
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
人
件

費
は
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
扶
助
費
は
給
付
対
象
の
拡
大
よ

り
も
少
子
化
の
影
響
が
大
き
く
、
全
体
で

は
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
新
た
に
道
の
駅

の
駐
車
場
拡
張
工
事
、
市
営
庭
球
場
改
修

工
事
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
水
芭
蕉
の
源
泉
掘

削
工
事
（
令
和
３
〜
５
年
度
継
続
）
な
ど

を
行
い
ま
す
が
、
全
体
で
は
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

勝山市長　水上　実喜夫

安
心
・
う
れ
し
い
・
み
ん
な
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る

新
し
い
勝
山
づ
く
り
へ
挑
戦
！

特別会計 企業会計
特別会計名 予算額 増減比

育英資金会計 5,138万円 50.4％
下水道事業会計 10億6,126万円 14.6％
農業集落排水事業会計 1億7,408万円 －1.2％
国民健康保険会計 24億2,614万円 1.5％
後期高齢者医療会計 3億5,371万円 8.4％
介護保険会計保険事業勘定 28億6,226万円 1.4％
介護保険会計介護サービス事業勘定 870万円 2.4％
市有林造成事業会計 6,004万円 19.7％

企業会計名 予算額 増減比
水道事業会計 7億9,290万円 －4.1％

令和３年度 予算特集
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令和３年度

勝
山
市
の
当
初
予
算

予算総額は191億7,746万円

会計名 令和3年度 令和2年度 増減率

一般会計 113億8,700万円 116億8,000万円 －2.5％

特別会計 69億9,756万円 67億3,300万円 　3.9％

企業会計 7億9,290万円 8億2,703万円 －4.1％

合　計 191億7,746万円 192億4,003万円 －0.3％

一般会計 用語解説（歳入）
市 税　市民税、固定資産税、軽自
動車税、市たばこ税など
諸 収入　貸付金戻入や団体などか
らの助成金
地 方交付税　自治体の財政力に応
じて国から配分されるお金
各 種交付金　県が徴収した税の一
部が交付される地方消費税交付
金など

国 庫支出金　市の事業に対し、国
から交付されるお金
県 支出金　市の事業に対し、県か
ら交付されるお金
地 方譲与税　本来地方税とすべき
ものをいったん国が徴収し譲与
するお金
市 債　国や金融機関などから借り
入れるお金

用語解説（歳出）
人件費　職員給与などの経費
扶 助費　生活保護、高齢者・障害者・児童福
祉などの経費
公 債費　市が借り入れたお金の返済に充てる
経費
普 通建設事業　道路など建設にかかる経費
物 件費　物品の購入、業務委託などの経費
補 助費等　一部事務組合への負担金、各種団
体への補助金などの経費
繰出金　特別会計に支出する経費など

歳入

市税
25億9,351万円

地方交付税
38億円

国庫支出金
13億3,525万円

県支出金
11億751万円

その他自主財源
3億1,389万円
その他自主財源
3億1,389万円

諸
収
入

４
億
９
７
８
４
万
円

各種交付金
6億2,808万円

地方譲与税
1億6,002万円

市債
 9億
　5,090
　　 万円

自主
財源

依存
財源

歳出

人件費
24億6,118万円

扶助費
　22億
　　1,889万円

公債費 11億8,718万円

物件費
12億　　　　
1,297万円

補助費等
13億20万円

その他
6億5,786万円

繰出金
13億
　 5,909万円

普通建設事業 9億8,963万円

広報かつやま４月号 №797 　　 2



令和３年度　
新
長
尾
山
総
合
公
園
再
整
備
（
令
和
４
年

度
か
ら
実
施
予
定
）
の
事
業
者
を
公
募

し
選
定

新
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
目
指
し
計
画
を
策
定

新
大
雪
で
課
題
と
な
っ
た
日
中
の
融
雪
対

策
の
た
め
融
雪
装
置
を
改
修

新
避
難
路
な
ど
に
面
す
る
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
除
去
・
建
替
費
用
を
助
成

新
各
公
民
館
、
図
書
館
、
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申

請
を
受
付

新
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
図
書
館
利
用

者
カ
ー
ド
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
環

境
整
備

新
勝
山
高
校
の
活
性
化
の
た
め
、
勝
山
高

校
魅
力
向
上
会
議
が
実
施
す
る
活
動
に

対
し
補
助

新
市
営
庭
球
場
の
照
明
設
備
・
防
球
フ
ェ

ン
ス
・
管
理
棟
を
改
修

新
図
書
館
に
W
iｰ

F
i
環
境
を
整
備

新
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
登
山

競
技
を
開
催

美
し
い
環
境
や
景
観
の
中
で

便
利
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
人
間
性
と
た
く
ま
し

さ
を
も
っ
た
ひ
と
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

主
な
新
規
・
拡
充
事
業

主
な
新
規
・
拡
充
事
業

３月補正　新型コロナウイルス感染症対応　地域経済対策

高齢者等バス・タクシー
利用促進事業
　高齢者等がバスやタクシーを
無料で利用できる利用券を配布
します。あわせて、温泉センター
水芭蕉の利用券も配布します。

電子マネー決裁ポイント
還元キャンペーン事業
　市内の対象店舗で電子マネー
決済した場合、利用者にボーナ
スポイント（決済金額の20％）
を付与します。また、対象の電
子マネー決済を新たに導入する
店舗に奨励金を交付します。

キッチンカー導入
支援事業
　新たにキッチンカーを導入し
事業を行う場合に、その購入ま
たは改修に要する費用を助成し
ます。
※詳細は15ペ
　ージを参照

宅配ボックス設置
支援事業
　宅配利用時の対面での接触機
会を最小限にとどめるため、宅
配ボックスの設置にかかる費用
を助成します。
※詳細は15ページを参照

勝ち山飯プレミアム付き
お食事券事業（第2弾）
　市内の指定飲食店で使用でき
るお得なお食事券（30％プレ
ミアム）を販売します。

スキー場利用促進事業
　冬期間、市内スキー場への無
料送迎バスを運行し、バス利用
者にはスキー場リフト券の半額
補助券を配布します。配布します。

令和３年度 予算特集
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主要な施策
新
第
６
次
総
合
計
画
策
定
に
向
け
た
市
民

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

新
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
（
令
和
4
年
度
導

入
）
の
整
備

新
多
言
語
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
情
報
配
信
ツ
ー

ル
の
導
入

新
小
中
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
２

０
２
１
の
開
催
を
支
援

•
新
た
な
返
礼
品
の
開
拓
や
返
礼
品
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ふ
る
さ
と
納
税
を
推
進

新
市
に
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
し
、
就
職
・
創
業
し

た
方
に
奨
励
金
を
交
付

新
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
者
に
記
念

品
を
配
布
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

新
雪
対
策
強
化
の
た
め
、
市
内
各
地
区
公

共
施
設
に
除
雪
機
を
配
備

拡
民
生
委
員
手
当
を
引
き
上
げ

新
点
訳
奉
仕
員
の
養
成
講
座
を
開
催

新
在
宅
の
身
体
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
交
流
会
を
開
催

拡
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
・
生
徒
の
小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
入
学
時
に
激
励
金

拡
不
妊
治
療
の
助
成
対
象
に
事
実
婚
を
追

加
し
、
助
成
限
度
額
も
拡
充

新
子
ど
も
見
守
り
宅
食
支
援
事
業

拡
農
作
物
の
出
荷
に
意
欲
の
あ
る
農
業
者

へ
の
農
業
機
械
購
入
補
助
金
の
対
象
作

物
な
ど
を
追
加

新
頑
張
っ
て
い
る
農
家
を
「
農
業
男
子
」

「
農
業
女
子
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
新
規

就
農
者
の
増
加
に
つ
な
げ
る

新
営
農
の
広
域
化
や
規
模
拡
大
、
園
芸
導

入
を
目
指
す
集
落
営
農
組
織
な
ど
の
農

業
機
械
購
入
を
支
援

新
森
林
・
作
業
道
な
ど
の
維
持
管
理
に
加

え
、
獣
害
対
策
と
し
て
山
際
や
集
落
内

の
茂
み
な
ど
の
草
刈
り
を
適
正
に
実
施

し
て
も
ら
う
た
め
、
貸
出
用
の
草
刈
り

機
を
配
備

新
道
の
駅
の
駐
車
場
を
拡
張

新
温
泉
セ
ン
タ
ー
水
芭
蕉
の
湧
湯
量
減
少

に
対
応
す
る
た
め
新
た
な
源
泉
を
掘
削

す
べ
て
の
市
民
の
力
を

合
わ
せ
た
広
く
開
か
れ
た

ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

人
に
や
さ
し
い
す
こ
や
か
な

ま
ち
づ
く
り

に
ぎ
わ
い
と
産
業
の
振
興
、

連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り

主
な
新
規
・
拡
充
事
業

主
な
新
規
・
拡
充
事
業

主
な
新
規
・
拡
充
事
業

ナ

の
開
催

持続可能なまちへ持続可能なまちへ
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予約はどこですればいいの？

接種券は届きましたか？

接種を受けますか？

市内の医療機関または
すこやかで接種しますか？

勝山市コールセンターで1回目・
2回目の接種予約をお願いします。
※ 6ページ下段を参照

接種日当日に必要なもの
　接種券、予診票
　身分証明書
　　（免許証や保険証など）

接種日前に都合が悪くなった場合
　予約のキャンセルと再予約をお
願いします。
　２回目接種の再予約は、予定し
ていた接種日以降の早めの日で予
約してください。

接種日当日に発熱などで行けな
かった場合
　予約はキャンセルされますの
で、再予約をお願いします。
　２回目接種の場合は、体調を考
慮し、なるべく早めの日で予約し
てください。

接種券が届くまでお待ちください。

接種券を返却する必要はありません。

• 市外の病院・施設に入院・入所してい
る方
• 基礎疾患があり市外のかかりつけ医で
接種したい方

→　①へ進む

• 単身赴任、遠隔地で下宿している学生
の方
• 出産のため里帰り中の方
• ＤＶなどによる被害者の方で、市外の
医療機関で接種したい方

→　②へ進む

　該当の施設が接
種可能な医療機関
か確認してくださ
い。
　予約方法などに
ついても該当の医
療機関にご確認く
ださい。

　接種を受ける医
療機関のある自治
体へ、事前に住所
地外接種の届出が
必要です。
　詳しくは該当の
自治体へご確認く
ださい。

いいえ
はい

はい

はい

① ②

いいえ

いいえ
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３
月
下
旬
か
ら
、
高
齢
者
施
設
に
入
所

中
の
方
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
の
送
付

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

接
種
券
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可
能
に

な
っ
た
方
か
ら
順
次
、
ご
自
宅
に
送
付
し

ま
す
。

　

接
種
券
が
手
元
に
届
く
ま
で
は
、
予
約

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
ま
で
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
に
よ
り
75

歳
以
上
の
方
の
接
種
を
優
先
し
ま
す
。

　

接
種
券
が
届
い
た
方
は
、
勝
山
市
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
で
電
話
予
約
が
で
き
ま
す
。

　

予
約
の
際
に
は
接
種
券
最
下
段
の
予

約
コ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
予
約
は

１
回
目
と
２
回
目
を
ま
と
め
て
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

市
外
の
病
院
な
ど
に
通
院
中
の
方
で
、

そ
の
病
院
で
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
接

種
が
可
能
か
ど
う
か
そ
の
病
院
に
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
L
I
N
E
ア
プ
リ
で
の
予
約
は
現
在
受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん

接種の優先順位
優先順位 対象者 接種券送付時期

1 高齢者施設に入所中の65
歳＊以上の方 順次送付中

2 上記以外の75歳＊以上の方 4月20日㈫

3 上記以外の65歳＊以上75
歳未満の方 5月14日㈮

4 65歳＊未満で基礎疾患をお
持ちの方

ワクチンの入荷状況に合わ
せて送付
（令和３年度中に16歳に達する
方は誕生月の翌月以降に送付）5 上記以外で16歳＊以上の方

全員
＊令和3年度中に達する年齢　

４
月
26
日
か
ら
電
話
予
約

受
付
開
始

新型コロナワクチン

接種券の送付を開始
問勝山市コールセンター（すこやか内）☎64 ｰ 5543

新型コロナウイルスワクチン接種券

接種券 診察したが接種できない場合 新型コロナウイルスワクチン　予防接種済証（臨時）
Certificate of Vaccination for COVID-19

この接種券で新型コロナウイルスワクチンを受けられます。
費用負担はありません。
年齢等により接種いただける時期が異なります。
ご自身の接種の時期が来るまで、こちらの接種券は大切にお持ちください。

券　種 ワクチン接種

福井県勝山市

2 回目１

請求先

券番号

氏　名

券　種 予診のみ1 回目１

請求先

券番号

氏　名

券　種 予診のみ1 回目２

請求先

券番号

氏　名

券　種 ワクチン接種

福井県勝山市

182061

182061

福井県勝山市

福井県勝山市

182061

182061

2 回目２

請求先

券番号

氏　名

１回目

メーカー /Lot No.
（シール貼付け）

接種年月日

接種場所

２回目

メーカー /Lot No.
（シール貼付け）

接種年月日

接種場所

氏名

住所

生年月日 生

福井県勝山市長　水上 実喜夫

接種を受ける方へ
●シールは切りはなさずに、台紙ごと接種場所へお持ちください。
●右側の予防接種済証は接種が終わった後も大切に保管してください。

※転出された場合はこの接種券は使用できません。転入先の市町村へお問い合わせください。

※接種は２回行います。接種の際は、必ずこちらの接種券を持って接種会場にお越しください。

※接種のお知らせは、同封のチラシをご覧ください。

※この接種券は、紛失しないように大切に保管してください。

あなたの予約コード

勝山市新型コロナワクチン接種の予診票（1回目）

福　井 勝　山

0 3

1

新型コロナウイルスワクチン接種のご案内

接種券在中

勝山局

料金後納
郵便

〒911－0035　福井県勝山市郡町１丁目１－50
勝山市健康長寿課ワクチン接種対策係　福祉健康センター「すこやか」②番入口

電話 （0779） 6 4－5543（コールセンター直通）

郵便区内特別

ゴーゴーシミン

同封される書類
•接種券
• 予診票（1回目と2回目の2
枚）
•予防接種説明書
• 新型コロナワクチン接種の
お知らせ
• 予約方法、接種可能医療機
関のご案内

▼接種券 ▼予診票 ▼接種券郵送封筒

シールになっているので、はがさず
に保管してください。

体温や体調などは、接種日当日にお
書きください。

要確認

電話予約

勝山市コールセンター
☎64 ｰ 5543

4月25日まで　平日午前9時～午後5時
4月26日から　全日午前9時～午後5時

　　　※ワクチンに関する相談も
　　　　受け付けています

持続可能なまちへ持続可能なまちへ

広報かつやま４月号 №797 　　 6



持続可能なまちへ持続可能なまちへ第6次勝山市総合計画第6次勝山市総合計画

今月のテーマ「消防・防災」
　市民アンケートにおいて、各地区で行われている活
動の参加状況をお聞きしたところ、消防・防災活動の
参加率が、他の活動と比べて低い傾向がうかがえまし
た。
　災害に強いまちづくりに向けて、皆さんはどのよう
にお考えですか？
　ご意見、ご提案をお待ちしています。
問未来創造課（市役所２階）☎88 ｰ 1115

お住いの区の活動の参加状況について
※ 積極的・ときどき参加していると回答した
人の割合

応募方法
ご意見、ご提案を次の方法でお寄せください

（住所、氏名の記入は必要ありません。ただし年齢
はお書きください）
〇メール　kikaku@city.katsuyama.lg.jp
〇郵　送　〒911-8501勝山市元町1-1-1　
　　　　　勝山市役所 未来創造課あて
〇応募フォーム（Googleフォーム）
※ 今回のテーマ以外に関するご意見、ご提案も随時
お寄せください。

みんなでつくる

みらいの勝山みらいの勝山
まちづくりの提案募集します！まちづくりの提案募集します！

アンケート
全集計結果

0

20

40

60

消防・防災 清掃・美化 祭事や祭礼 レクリエーションなど 運動会など

33.5

58.9
56.1

45.8
42.1

（％）

第６次勝山市総合計画アンケート結果より

90％が勝山が好き

　

２
月
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん

の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
総
合
計
画

な
ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

勝
山
市
が
好
き
で
す
か

勝
山
市
に
ず
っ
と
住
み

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
か

勝
山
市
が
住
み
や
す
い

と
思
い
ま
す
か

好き

どちらかといえば好き

どちらかといえば嫌い

嫌い

無回答

38.8％

51.2％

8.1％
1.0％ 0.9％

住み続けたい

どちらかといえば住み続けたい

どちらかといえば移りたい

移りたい

わからない

無回答

40.4％

34.0％

11.9％

4.4％
8.4％ 0.9％

住みやすい

どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい

住みにくい

わからない

無回答

25.0％

51.5％

14.9％

3.8％
4.0％ 0.7％

第６次勝山市総合計画
市民アンケート結果

対象者：3,000人（無作為）
回答者：1,492人
回答率：49.7％
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３
月
21
日
、
１
月
の
大
雪
の
影
響
で
延

期
と
な
っ
て
い
た
成
人
式
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

１
７
９
人
の
マ
ス
ク
姿
の
新
成
人
が

ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
に
集
い
、
静
か
に
式
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
水
上
市
長
が
新
成
人
に
向

け
て
「
皆
さ
ん
の
胸
に
秘
め
て
い
る
夢
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
具
体
的
な
目
標
を

立
て
、
着
実
に
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
。
そ
れ
ぞ
れ
が
夢
に
向
か
っ
て
、
ひ

た
む
き
に
努
力
し
、
自
分
の
人
生
を
切
り

開
き
、
輝
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

次
に
、「
新
成
人
の
声
」
入
賞
者
が
表

彰
さ
れ
、
最
優
秀
賞
の
橋は
し
づ
め爪
瑞み
ず

貴き

さ
ん

（
野
向
町
深
谷
）
と
優
秀
賞
の
千
せ
ん
き
ょ
う京
明あ

日す

香か

さ
ん
（
元
町
3
）
が
作
品
を
朗
読
し
ま

し
た
。

　

橋
爪
さ
ん
は
、
大
学
で
社
会
福
祉
を
学

ん
だ
こ
と
で
「
人
に
は
失
敗
す
る
権
利
が

あ
る
と
の
教
授
の
言
葉
で
、
失
敗
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら

は
対
人
援
助
の
専
門
職
を
目
指
す
者
と

し
て
、
受
け
止
め
る
、
認
め
る
守
り
方
が

で
き
る
よ
う
精
進
し
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

　

誓
い
の
言
葉
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
清し

水み
ず

裕ゆ
う

太た

さ
ん
（
北
郷
町
伊
知
地
）
が

「
高
校
時
代
、
け
が
で
１
年
間
野
球
が
で

き
な
か
っ
た
の
を
病
院
の
先
生
に
救
っ
て

も
ら
っ
た
経
験
か
ら
、
け
が
人
を
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
人
を
目
指
し
大
学
に
通
っ
て
い

る
」
と
話
し
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
立
派
な
社
会
人
を
目
指
す
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

成長を見守ってくれた方々に

心から感謝令 和 ３ 年
勝山市成人式

誓いの言葉を述べる清水裕太さん

新成人の声を朗読する橋爪さん（写真手前）
と千京さん

新成人の夢や想い、成人式の様子はWEBアルバム
でご覧いただけます

WEBフォト
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「地域の宝」で受賞報告
■3月9日　市役所

　福井県小学生「地域の宝」年表コンテストで表彰
された平泉寺小学校と三室小学校の児童が、市長に
その喜びを報告しました。このコンテストは、地域
の宝の歴史を調べ、年表を中心にまとめることで、
ふるさとに誇りや愛着を持つ人材を育てるものです。

日本遺産の魅力　石が語る
■3月27日　市民会館

　石をテーマにした、福井市と勝山市をエリアとする
日本遺産の研究成果などを発表するシンポジウムが
開かれ、参加者150人がその魅力を再認識しました。

１年の活動を報告
■3月23日　市民交流センター

　市内で活動する地域おこし協力隊の隊員が、自身
の活動内容を、市長や市内のまちづくり団体などに
報告しました。

いつまでもお元気で
■3月25日　元町２

　市では百寿になる方に記念品などを贈呈していま
す。この日は坪内つゑのさんのお宅を市長が訪問し、
お祝いの言葉と記念品などが贈られました。

知事賞　白山平泉寺1300年の歴史
チーム平泉寺（平泉寺小）

福井県子ども会育成連合会長賞
池ケ原湿原の魅力発信！！　チーム池ケ原（平泉寺小）

福井新聞社賞　山口茜選手の道
茜ちゃん応援隊（平泉寺小）

福井新聞社賞　乗ってのこそうえち前鉄道
幸せになってね、えちぜん鉄道（三室小）
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先
輩
の
経
験  

後
輩
の
糧か
て

に

勝
山
高
校
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
開
催

　

昨
年
に
続
き
、
勝
山
高
校
で
１
年
生
を

対
象
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
校
出
身
で
、
現
在
も
様
々
な
分
野

で
活
躍
す
る
８
人
が
講
師
と
な
り
、
生
徒

の
進
路
の
参
考
に
な
れ
ば
と
自
身
の
経

験
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
県
外
の
講
師
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、

偉
大
な
先
輩
た
ち
の
熱
い
思
い
は
、
画
面

越
し
に
生
徒
た
ち
に
伝
わ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

こ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
で
同
校
Ｏ
Ｂ
の
吉よ
し
か
わ川
誠ま
こ
とさ
ん

が
講
師
と
の
調
整
役
と
し
て
参
加
し
て

い
ま
す
。

講師 主な経歴
鳥
とりやま
山 昌

まさのり
則さん 税理士法人代表、不動産業

出
で
口
ぐち
忠
ただ
夫
お
さん 元マスコミ・番組制作

上
うえすぎ
杉 哲

てつろう
郎さん 元国家公務員、現会社取締役

森
もり
瀬
せ
博
ひろのぶ
信さん 税理士法人代表

土
つち
谷
や
沙
さ
織
おり
さん 編集、ライター

光
こうしんぼう
真坊浩

ひろ
史
し
さん 児童福祉教育

吉
よしおか
岡 伸

のぶひろ
洋さん 会社取締役副社長

河
かわい
合 広

ひろ
栄
え
さん 芸能事務所経営、映画プロデューサー

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
て

大
おおいし
石 希

の あ
晏さん

（1年）
加
か
藤
とう
美
み
咲
さき
さん

（1年）

　

国
家
公
務
員
の
仕
事
が
ど
ん
な
も

の
か
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

環
境
省
の
内
容
を
し
っ
か
り
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
公
務
員
系
の
仕

事
に
進
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

進
路
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ニ
メ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
な

り
た
い
の
で
、
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
河
合
さ

ん
の
話
が
聞
け
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
が
も
ら
え
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
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西
にしがき
垣 翔

しょうた
太さん（35）

地域おこし協力隊

ガンガンいこうぜ！ 勝山ちおこ
　

昨
年
４
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
赴
任
し
て
早
１
年
。

　

勝
山
に
滞
在
し
て
気
付
い
た
の
は

①
古
代
資
源
（
恐
竜
や
遺
跡
）
②
自

然
資
源
（
雪
や
川
な
ど
）
③
観
光
資

源
（
平
泉
寺
や
越
前
大
仏
な
ど
）
の

３
つ
の
資
源
が
あ
る
こ
と
で
し
た
。

　

私
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

「
こ
れ
ら
の
資
源
を
ど
の
よ
う
に〝
コ

ン
テ
ン
ツ
〞
と
し
て
外
部
の
人
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
」
で
す
。

　

観
光
と
い
う
単
発
的
な
関
わ
り
で

は
な
く
、
勝
山
に
も
う
少
し
中
長
期

的
な
関
わ
り
を
持
っ
て
も
ら
う
人
を

増
や
す
た
め
に
は
新
た
な
人
脈
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
「
恐
竜
×
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
勝
山

を
訪
れ
、
恐
竜
を
テ
ー
マ
に
作
品
制

作
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な

ど
の
新
た
な
商
品
企
画
を
行
う
も
の

で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
で
成
功
し
て
い
る
地

域
に
は
、お
も
し
ろ
い
人
が
集
ま
る
、

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ

と
、
か
っ
こ
い
い
デ
ザ
イ
ン
が
つ
き

も
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
力
と
発
信
力
で

勝
山
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
が
、
恐
竜
で
ま
ち
全
体
を
巻
き

込
ん
で
仕
掛
け
ら
れ
る
の
は
、
日
本

全
国
見
渡
し
て
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
恐
竜
×
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
貴
重
な
太
古
か
ら

の
〝
地
域
資
源
〞
を
、
時
流
に
合
わ

せ
た
カ
タ
チ
で
発
信
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

❶

デ
ザ
イ
ン
の
力
で
地
域
お
こ
し

同プロジェクトで、世界的に活躍するスペ
イン人デザイナー　セスク・グラネさんが
勝山市に滞在して制作したキャラクター

〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

比
良
野
家
所
蔵
四
季
農
耕
図

　

野
向
町
龍
谷
の
比
良
野
家
は
勝
山
藩
の

大
庄
屋
を
勤
め
た
家
柄
で
、
殿
様
の
茸
狩

り
や
幕
府
の
巡
見
使
が
村
々
を
巡
回
す
る

際
に
は
宿
を
勤
め
た
。

　

長
屋
門
と
離
れ
座
敷
は
市
の
指
定
文
化

財
で
、
高
位
の
身
分
の
人
を
接
待
す
る
場

に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
で
あ
る
。
８
代
当
主

の
帰
雲
坊
は
、
美
濃
派
正
風
門
の
俳
諧
宗

匠
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
の
関
係
の
文
化
財

も
多
い
。

　

今
回
は
、
当
家
が
所
蔵
す
る
「
四
季
農

耕
図
」
を
紹
介
す
る
。

　

六
曲
二
隻
（
一
双
）
の
屏
風
で
離
れ
座

敷
に
常
時
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
春
か
ら

夏
に
か
け
て
の
水
田
耕
作
の
過
程
を
描
い

た
一
隻
で
あ
る
。
右
下
端
に
「
守
□
筆
」

（
印
）
と
あ
り
、
□
は
景
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
印
も
含
め
て
専
門
家
の
鑑
定

を
待
ち
た
い
が
、
守
景
（
久
隅
）
で
あ
れ

ば
大
変
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。
守
景
は
生

没
年
は
未
詳
で
江
戸
前
期
の
狩
野
派
の
絵

師
で
あ
る
。
彼
の「
夕
顔
棚
納
涼
図
屏
風
」

は
日
本
史
の
教
科
書
に
は
必
ず
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
彼
は
多
く
の
「
四
季
農

耕
図
」
も
描
い
て
お
り
こ
の
屏
風
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

春
〜
夏
を
描
く
場
面
は
普
通
は
右
か
ら

順
に
土
地
を
耕
し
、
苗
を
作
り
、
土
を
な

ら
し
、
田
植
え
を
し
、
田
に
水
を
廻
す
ま

で
を
６
つ
の
場
面
で
描
く
。

　

し
か
し
、
当
家
の
屏
風
の
絵
は
こ
の
通

り
で
は
な
く
、
６
番
目
の
田
植
え
は
わ
か

る
が
、
最
初
の
２
つ
の
場
面
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
３
つ
目
は
田
起
こ
し
、
４
つ
目

は
牛
で
田
を
な
ら
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
５
番
目
は
馬
の
背
に
何
か
を
積
ん
で

運
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
全
体
か
ら
受

け
る
感
じ
は
日
本
的
と
い
う
よ
り
中
国
的

な
風
景
、
し
か
し
牧
歌
的
雰
囲
気
が
漂
よ

う
。
建
物
も
含
め
ぜ
ひ
一
度
ご
見
学
く
だ

さ
い
。

比
良
野
家家
所
蔵
所
蔵
四
季
農
耕
図 を

ねねねてててねね

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造 43

屏風（田ならし）
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スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　
「
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
勝

山
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
技
術
に

磨
き
を
か
け
て
い
る
森
井
さ
ん
。

　

森
井
さ
ん
は
、
小
学
校
３
年
生

の
秋
に
お
母
さ
ん
か
ら
の
誘
い
を

き
っ
か
け
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

始
め
、「
自
分
の
思
い
を
形
に
で
き

る
こ
と
が
楽
し
い
」
と
現
在
ま
で

夢
中
で
学
び
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
全
国
大
会
な
ど
に
も
出
場
・
入

賞
す
る
腕
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
難
し
い
こ
と
に
も
あ
き
ら
め
ず

に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

通
じ
て
、
精
神
的
に

も
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
回
覧
板

で
回
っ
て
い
る
よ
う

な
情
報
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
ア
プ
リ

「
c
i
t
y
h
a
l
l
」

の
開
発
・
改
良
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
「
c
i
t
y

h
a
l
l
」
は
、
Ｐ

Ｃ
Ｎ
片
瀬
ク
ラ
ブ
で

講
師
を
す
る
松
田
さ

ん
が
「
若
い
世
代
の
方
に
も
、
も
っ

と
気
軽
に
地
域
の
こ
と
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思

い
で
、
昨
年
の
秋
か
ら
森
井
さ
ん

と
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
自
慢
と

誇
り
で
す
」
と
話
す
森
井
さ
ん
は
、

今
後
も
部
活
動
な
ど
で
意
欲
的
に

学
ん
で
い
く
そ
う
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
「
自
慢
」
と
「
誇
り
」

（左）森井　健太さん（12歳)　＝毛屋町＝
（右）松田　優一さん（44歳）＝平泉寺町赤尾＝

パソコン画面は「city hall」

JCHOJCHO-
ColumnColumn

2
0
1
9
年
の
暮
れ
に
始
ま
っ
た

C
O
V
I
D
ー
19
の
流
行
は
、
流
行

が
始
ま
っ
て
か
ら
ほ
ん
の
数
か
月
で
全

世
界
に
拡
大
し
、
人
々
の
生
活
を
一
変

さ
せ
ま
し
た
。
歴
史
上
の
感
染
症
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
約

1
0
0
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
は
第

一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
軍
を
中
心
と
し

た
世
界
的
な
人
の
往
来
が
感
染
拡
大
の

一
因
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
ぐ
っ
と
時
代
を
遡
っ
て
5
0
0
年

前
、
鉄
道
も
飛
行
機
も
な
く
今
ほ
ど
世

界
的
な
人
の
移
動
が
盛
ん
で
な
か
っ
た

時
代
で
さ
え
、
新
大
陸
か
ら
コ
ロ
ン
ブ

ス
が
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ
る
梅
毒
（
諸

説
あ
り
ま
す
）が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら（
地

球
を
ほ
ぼ
一
周
し
て
）
日
本
に
た
ど
り

着
く
ま
で
わ
ず
か
20
年
ほ
ど
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
感
染
症
拡
大
は
人
の
往

来
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

さ
て
、感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の「
ス

テ
イ
ホ
ー
ム
」
で
運
動
不
足
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
り
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ョ

ギ
ン
グ
な
ど
を
す
る
機
会
が
増
え
た
せ

い
か
、
こ
の
1
年
は
水
虫
や
タ
コ
･
ウ

オ
ノ
メ
だ
け
で
な
く
、
巻
き
爪
・
深
爪
、

足
が
む
く
む
、
足
に
傷
が
で
き
た
な

ど
、
足
の
ト
ラ
ブ
ル
で
受
診
す
る
人

が
例
年
よ
り
も
目
立
ち
ま
し
た
。

　
「
足
な
ん
て
あ
っ
て
当
た
り
前
」「
歩

く
の
な
ん
て
何
で
も
な
い
こ
と
」
と

思
っ
て
い
る
方
も
多
い
は
ず
で
す

が
、
足
で
困
っ
て
受
診
し
た
方
は
み
な

さ
ん
口
を
そ
ろ
え
て
こ
う
言
い
ま
す
。

「
歩
け
な
い
の
が
こ
ん
な
に
大
変
な
こ

と
だ
と
は
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
」

と
。

　

外
来
を
受
診
す
る
方
々
に
ほ
ぼ
共
通

し
て
い
る
の
は
、
正
し
い
靴
の
選
び
方

と
履
き
方
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
で

す
。
簡
単
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

正
し
い
「
選
び
方
」
❶
立
っ
た
状
態
で

つ
ま
先
に
1
㎝
ほ
ど
の
余
裕
が
あ
る
❷

足
を
固
定
で
き
る
ひ
も
や
マ
ジ
ッ
ク

テ
ー
プ
が
あ
る
❸
か
か
と
に
芯
が
入
っ

て
い
て
手
で
押
さ
え
て
も
つ
ぶ
れ
な
い

正
し
い
「
履
き
方
」
❶
ひ
も
や
マ
ジ
ッ

ク
テ
ー
プ
を
つ
ま
先
ま
で
緩
め
る
❷
靴

ベ
ラ
を
使
っ
て
足
を
靴
の
中
に
滑
り
込

ま
せ
る
❸
つ
ま
先
を
少
し
上
げ
か
か
と

を
ト
ン
ト
ン
と
す
る
❹
ひ
も
や
マ
ジ
ッ

ク
テ
ー
プ
で
し
っ
か
り
と
固
定
す
る

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど

足
に
負
担
が
か
か
る
時
の
靴
は
、
特
に

気
に
し
て
く
だ
さ
い
。
歩
き
方
の
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
お
店
で
イ
ン
ソ
ー
ル

の
工
夫
や
靴
底
の
調
整
な
ど
で
対
処
し

て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
靴

を
買
う
時
は
お
店
の
人
と
良
く
話
し
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
正
し
く
選
ん
で
履
い
た
靴

で
快
適
な
足
下
生
活

を
手
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
ね
。

明るいあしたは健康なアシから 福井勝山総合病院
皮膚科部長   高橋　秀典

森井さん開発の
ゲーム画面
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期
限

４
月
30
日
㈮
ま
で

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
受
け
取
り
が
で

き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期

限
が
４
月
30
日
㈮
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
受
け
取
り
は
５
月
以
降
で
も
可
）

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
受

付
・
付
与
が
３
月
末
で
終
了
し
た
サ
ー
ビ

ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

終
了
し
た
サ
ー
ビ
ス
▼
P
A
S
M
O
、

B
i
b
i
c
a
、
オ
レ
ボ
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
、
ひ
ま
わ
り
カ
ー
ド

P
l
u
s
、J
N
B
V
i
s
a
デ
ビ
ッ

ト
、
N
P
O
カ
ー
ド

交
付
申
請
書
の
再
送

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ

て
い
な
い
方
に
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
（
Q
R
コ
ー
ド
付
き
）」

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
導
入
し
た
新

規
事
業
や
事
業
拡
大
を
検
討
し
て
い
る

市
内
事
業
者
の
方
に
対
し
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
購
入
・
改
修
費
を
補
助
し
ま
す
。

牽
引
車
は
対
象
外
で
す
。

　

補
助
か
ら
３
年
以
上
の
事
業
継
続
意

思
と
、
週
１
回
年
間
50
回
程
度
の
営
業
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
事
業
開
始
後
３
年
間

は
年
間
実
績
報
告
の
提
出
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　

宅
配
利
用
時
の
対
面
で
の
接
触
機
会

を
最
小
限
に
し
、
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
す

る
た
め
に
、
市
民
の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置

に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額

　

製
品
購
入
価
格
（
３
０
０
０
円
以
上
）

に
よ
り
、
２
０
０
０
円
〜
２
万
円

補
助
対
象
経
費

　

市
内
業
者
か
ら
今
年
度
購
入
し
た
宅

配
ボ
ッ
ク
ス
（
設
置
費
用
は
含
ま
な
い
）

申
請
方
法

①
窓
口
で
申
請

　

市
役
所
や
図
書
館
、
公
民
館
な
ど
で
申

請
可
能
で
す
。（
写
真
撮
影
サ
ポ
ー
ト
や

出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス
あ
り
）

　

交
付
申
請
書
を
お
持
ち
い
た
だ
く
と

短
時
間
で
申
請
で
き
ま
す
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

　

交
付
申
請
書
に
付
い
て
い
る
Q
R

コ
ー
ド
を
読
み
と
れ
ば
、
ご
自
宅
で
簡
単

に
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
で
き
ま
す
。
窓
口

申
請
よ
り
カ
ー
ド
を
早
く
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
４
／
５
以
内

　
（
上
限
５
０
０
万
円
）

補
助
対
象
経
費

　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
購
入
・
制
作
経
費

　
　

※
中
古
車
も
対
象

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
経
費

申
請
期
間

4
月
15
日
㈭
〜

　
　

5
月
31
日
㈪

申
請
方
法

　

購
入
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト
の
原

本
と
振
込
先
の
口
座
情
報
が
わ
か
る
も

の
の
写
し
を
申
請
書
兼
請
求
書
に
添
付

し
て
提
出

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象
の
カ
ー
ド
申
請
期
限
が
延
長

問
市
民
・
税
務
課
（
市
役
所
1
階
）
☎
88
‐
8
1
0
2

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
導
入
を
支
援

問
商
工
観
光
・
ふ
る
さ
と
創
生
課
（
市
役
所
２
階
）
☎
88
‐
８
１
０
５

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
支
援

問
総
務
課
（
市
役
所
２
階
）
☎
88
‐
１
１
１
６

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

時
４
月
24
日
㈯
午
前
８
時
〜
所
平
泉
寺
町

上
野
地
係
山
林
（
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
跡
地
前

対
消
防
団
、
消
防
署
、
勝
山
市
、
九
頭
竜

森
林
組
合
、
奥
越
農
林
総
合
事
務
所

林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

問
消
防
署　

☎
88
‐
0
4
0
0

市からのお知らせ I n f o r m a t i o n
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「
高
齢
者
き
ら
め
き
プ
ラ
ン
21
ー
8
」策
定

　

全
国
的
に
高
齢
化
が
加
速
し
、
勝
山
市

に
お
い
て
も
、
高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
や

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
、
そ
れ
に
伴

う
介
護
の
担
い
手
不
足
な
ど
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ま
ん
延
に
よ
り
、
介
護
現
場
も
含
め
、

社
会
全
体
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
介
護
人

材
の
確
保
や
勝
山
市
の
特
性
に
あ
っ
た

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
重
視
型
の
施
策

を
中
心
と
し
た
「
高
齢
者
き
ら
め
き
プ
ラ

ン
21
ー
8
（
第
８
次
勝
山
市
老
人
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
３

年
間
で
、
第
７
次
計
画
の
取
り
組
み
を
継

続
発
展
さ
せ
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
長

寿
社
会
の
実
現
」
を
基
本
理
念
に
以
下
の

３
つ
の
基
本
目
標
に
向
か
っ
て
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
の
実
現
を

問
健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
）
☎
87
‐
０
８
８
８

基本目標 主な取り組み

高齢者の健康づくりと生
きがいづくりの推進

フレイル予防の推進、介護予防事業等による集いの場づくり
の推進、ボランティアの育成と活動の活性化を支援

高齢者介護体制の充実

地域包括ケアシステムの強化・推進、介護人材の確保、民生
委員や地域見守り活動協定事業所等と連携した見守り活動の
実施、災害への備え・新型インフルエンザ等の感染症対策の
取り組み

高齢者総合相談・支援の
充実

地域包括支援センターの周知、家族介護支援事業の実施、成
年後見制度・高齢者虐待防止の普及啓発

計画全文は
こちら

　

今
年
度
か
ら
３
年
間
の
段
階
別
介
護

保
険
料
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

介
護
報
酬
改
定
と
施
設
整
備
に
よ
り

給
付
費
は
増
え
る
見
込
み
で
す
が
、
介
護

給
付
費
準
備
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
で
、

前
計
画
期
間
の
基
準
月
額
か
ら
１
０
０

円
引
き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
負
担
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
安
定
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

表１　改定後の段階別介護保険料（65歳以上）

保険料段階 月額保険料 年額保険料

第１段階 1,742円 (基準額×0.3) 2万900円

第２段階 2,900円 (基準額×0.5) 3万4,800円

第３段階 4,067円 (基準額×0.7) 4万8,800円

第４段階 5,217円 (基準額×0.9) 6万2,600円

第５段階 5,800円 (基準額) 6万9,600円

第６段階 6,958円 (基準額×1.2) 8万3,500円

第７段階 7,533円 (基準額×1.3) 9万400円

第８段階 8,700円 (基準額×1.5) 10万4,400円

第９段階 9,858円 (基準額×1.7) 11万8,300円

第10段階 1万150円 (基準額×1.75) 12万1,800円

介護保険料（第１号保険料）
改定しました

改定後の基準月額▶5,800円

市からのお知らせI n f o r m a t i o n
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市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

　

令
和
３
年
３
月
定
例
市
議
会
が
２
月

24
日
〜
３
月
22
日
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

水
上
市
長
は
招
集
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

当
初
予
算
の
編
成
方
針
に
つ
い
て
「
み
ん

な
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
新
し
い
勝
山
づ
く

り
、
市
民
の
暮
ら
し
と
地
域
経
済
を
支
え

て
い
く
こ
と
、
安
全
安
心
を
形
成
し
て
い

く
こ
と
な
ど
を
重
点
に
置
い
た
」
と
述
べ

ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
予
算

○
令
和
３
年
度
予
算
が
可
決（
一
般
会
計
、

特
別
会
計
７
件
、
企
業
会
計
）

○
令
和
２
年
度
補
正
予
算
が
可
決
（
一
般

会
計
、
特
別
会
計
７
件
、
企
業
会
計
）

　

３
月
24
日
、
明
治
安
田
生
命
保
険（
相
）

と
大
塚
製
薬
㈱
そ
れ
ぞ
れ
と
健
康
増
進

に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

◆
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

•
勝
山
市
行
政
組
織
条
例

•
勝
山
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例

•
勝
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例

•
勝
山
市
介
護
保
険
条
例
お
よ
び
関
連

条
例
３
件

•
勝
山
市
火
災
予
防
条
例

•
勝
山
市
消
防
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支

給
条
例

•
勝
山
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

•
勝
山
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例

廃
止
さ
れ
た
条
例

•
勝
山
市
岩
屋
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

◆
そ
の
他

　

２
議
案
が
可
決
、
陳
情
１
件

◆
人
事
案
件

•
勝
山
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

齊
藤
雅
昭
氏　

＝
平
泉
寺
町
赤
尾
＝

•
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

笠
羽
忠
恭
氏　

＝
北
郷
町
坂
東
島
＝

　

今
後
は
、
健
診
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
ベ
ン
ト
へ

の
協
力
な
ど
で
の
連
携
に
つ
い
て
協
議

が
さ
れ
ま
す
。

３
月
定
例
市
議
会　

当
初
予
算
な
ど
を
可
決

問
議
会
事
務
局
（
市
役
所
３
階
）
☎
88
‐
８
１
０
０

健
康
増
進
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結

問
健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）
☎
87
‐
０
８
８
８

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

省略記号　時 ‒とき　所‒ところ　内‒内容　対‒対象　講‒講師　定‒定員　費‒参加費　持‒持ち物　締‒申込締切

全文は
こちら

　村岡小学校の児童からSDGs学習をきっ
かけに集めた募金などを寄附いただきまし
た。

　明治安田生命保険(相)から寄附金15万
円とコンディショニングドリンク25ケー
ス、大塚製薬(株)と㈱中吉商店から同ドリ
ンクを25ケースずつ寄附いただきました。

明治安田生命保険(相)の
山
やまもと
本 恵

めぐむ
福井支社長（写

真右）

大塚製薬㈱の井
いのうえ
上 務

つとむ
名古

屋支店長（写真左）
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次
の
も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、
市
役
所

で
国
民
健
康
保
険
の
お
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

国
保
に
加
入
す
る
と
き

（
退
職
し
た
場
合
な
ど
）

□
資
格
喪
失
連
絡
票
（
会
社
な
ど
の
健
康

保
険
を
喪
失
し
た
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
）

□
年
金
手
帳
（
60
歳
未
満
で
お
持
ち
の

方
）

□
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

（
就
職
し
た
場
合
な
ど
）

□
新
し
い
職
場
の
健
康
保
険
証
（
保
険
を

切
り
替
え
る
方
全
員
分
）

□
国
民
健
康
保
険
証
（
保
険
を
切
り
替
え

る
方
全
員
分
）

□
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）

※
職
場
が
本
人
に
代
わ
っ
て
国
民
健
康

保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き
を
行
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
３
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

1
万
6
6
1
0
円
（
月
額
）

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
前
納
（
ま
と

め
て
前
払
い
）
す
る
と
割
り
引
き
が
あ
り

お
得
で
す
。

前
納
期
間
▼
６
か
月
分
（
4
月
分
〜
9
月

分
）、
１
年
分
、
２
年
分

納
付
期
限
▼
４
月
末
日

進
学
で
他
の
市
町
村
へ
住
民
票
を
異
動
し

た
と
き
（
遠
隔
地
被
保
険
者
証
の
交
付
）

□
在
学
証
明
書
（
令
和
３
年
４
月
以
降
の

も
の
）

□
国
民
健
康
保
険
証

※
修
学
を
終
え
た
方
は
、
遠
隔
地
被
保
険

者
証
を
返
却
し
、
住
民
登
録
し
て
あ
る

市
区
町
村
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
く
だ
さ
い

※
進
学
や
退
学
に
よ
り
学
生
で
あ
る
期

間
が
変
更
と
な
る
場
合
は
、
有
効
期
限

を
変
更
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

社
会
保
険
へ
の
加
入
や
転
出
に
よ
り

勝
山
市
国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
勝
山
市
国
保
の
保
険
証

を
使
用
し
て
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し

た
場
合
は
、
勝
山
市
が
医
療
機
関
な
ど
へ

支
払
っ
た
医
療
費
の
給
付
分
を
返
還
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
新

た
に
加
入
し
た
医
療
保
険
（
職
場
の
健
康

保
険
・
他
市
の
国
民
健
康
保
険
等
）
で
負

担
す
べ
き
医
療
費
を
勝
山
市
が
負
担
し

て
い
る
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
任
意
の
月
か
ら
当
年
度
（
ま
た

は
翌
年
度
）
の
3
月
分
ま
で
前
納
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。（
要
申
込
）

４
月
上
旬
に
納
付
書
発
送

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
は
、
4
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
よ
り
発
送
さ
れ

ま
す
。

　

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
納
付
額
が
30
万
円
を
超
え
る

場
合
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納

付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
金
融
機
関
な
ど

で
納
付
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

に
よ
る
４
月
分
か
ら
の
前
納
（
6
か
月

分
・
1
年
分
・
2
年
分
）
の
新
規
申
込

み
は
２
月
末
日
で
終
了
し
ま
し
た

就
職
・
退
職
・
進
学
し
た
ら
手
続
き
を

問
市
民
・
税
務
課
（
市
役
所
1
階
）
☎
88
‐
8
1
0
2

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
が
お
得

問
市
民
・
税
務
課
（
市
役
所
1
階
）
☎
88
‐
8
1
0
2

現金（納付書）での前納割引額

前納での納付額 割引額

1か月分(通常) 1万6,610円 －

6か月分前納 9万8,850円 810円

1年分前納 19万5,780円 3,540円

2年分前納 38万3,810円 1万4,590円

国
民
健
康
保
険

国　

民　

年　

金

※令和4年度保険料額は月額1万6590円です

市からのお知らせI n f o r m a t i o n
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行　事　案　内

市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

　

本
年
度
よ
り
補
助
制
度
の
内
容
が
変

わ
り
ま
す
。
地
区
で
補
助
内
容
や
工
事
期

間
な
ど
は
異
な
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

申
込
締
切
▼
５
月
28
日
㈮

◆
推
進
地
区

　

申
請
年
度
内
の
工
事
完
了
等
の
要
件

を
満
た
し
た
外
観
改
修
等
に
対
し
助
成

し
ま
す

対
象
地
区
▼
本
町
通
り
、
平
泉
寺
区

補
助
率
▼
1
／
2
〜
2
／
3

補
助
限
度
額
▼
30
万
〜
3
0
0
万

◆
推
進
地
区
外

　

ふ
く
い
の
伝
統
的
民
家
へ
の
補
助
を

廃
止
し
、
歴
史
的
建
造
物
（
＊
）
の
公
共

空
間
か
ら
望
見
で
き
る
外
観
部
分
の
改

修
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
価
値
の

確
認
な
ど
が
必
要
な
た
め
、
申
込
み
の
翌

年
度
に
工
事
着
手
と
な
り
ま
す
。

対
象
地
区
▼
推
進
地
区
以
外
の
市
内
全

域
補
助
率
▼
1
／
3

補
助
限
度
額
▼
1
0
0
万
〜
2
0
0
万

＊
①
ふ
る
さ
と
の
象
徴
と
し
て
保
存
・
活

用
し
続
け
て
い
く
価
値
が
あ
る
も
の

②
1
9
4
5
年
以
前
に
建
造
さ
せ
れ

た
も
の
③
指
定
文
化
財
で
な
い
こ
と

な
ど
の
要
件
を
満
た
し
、
県
が
承
認
し

た
建
造
物

歴
史
的
ま
ち
な
み
景
観
創
出
補
助
事
業
の
制
度
変
更

問
都
市
建
設
課
（
市
民
会
館
２
階
）
☎
88
‐
８
１
０
７

省略記号　時 ‒とき　所‒ところ　内‒内容　対‒対象　講‒講師　定‒定員　費‒参加費　持‒持ち物　締‒申込締切

のむき風の郷　山菜まつり

時4月25日㈰午前9時～午後0時30分所のむ
き風の郷内アトラクションの出演、地場野菜・
お惣菜バザーなど
問NPO法人まちづくりのむきの会事務局
　（のむき風の郷内）☎64 ｰ 5810

谷のブナ林観察会

時5月8日㈯午前10時～午後３時（雨天中止）
所北谷町谷地区ブナ林登り口集合内新緑のブ
ナ林や大蛇伝説がある池の平を巡る観察会定
20人（先着順）費無料講わくわく体験学習推
進隊持山登りをできる服装、筆記用具、弁当、
水筒、タオル、雨具など締５月６日㈭
申・問ジオパークまちづくり課
　☎88 ｰ 8126

市HP
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広
告
の
お
申
し
込
み
は

総
務
課
ま
で

広
告

市からのお知らせI n f o r m a t i o n

　

５
月
６
日
㈭
か
ら
各
種
証
明
書
の
発

行
手
数
料
な
ど
の
支
払
い
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
決
済
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

対
象
の
手
数
料
な
ど
は
、
住
民
票
、
戸

籍
、
印
鑑
登
録
証
な
ど
市
民
・
税
務
課
市

民
係
の
窓
口
で
交
付
し
て
い
る
各
種
証

明
書
の
手
数
料
な
ど
で
す
。

　

今
後
、
納
税
証
明
書
な
ど
他
の
窓
口
で

支
払
う
手
数
料
な
ど
も
拡
大
し
て
い
く

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

よ
り
迅
速
で
的
確
な
消
防
・
救
急
業
務

を
行
う
た
め
、「
消
防
緊
急
通
信
指
令
シ

ス
テ
ム
」
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

１
１
９
番
通
報
の
受
け
付
け
か
ら
消

防
隊
の
出
動
指
令
ま
で
の
一
連
の
操
作
や

現
場
活
動
支
援
な
ど
を
効
率
的
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
聴
覚
・
言
語
機
能
障
が
い
者
や

外
国
人
か
ら
の
1
1
9
番
緊
急
通
報
に

も
円
滑
に
対
応
す
る
た
め
、
音
声
言
語
に

よ
ら
な
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
用
い

て
行
う
「
N
E
T
1
1
9
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
」
や
三
者
通
話
を
活
用
し
た
「
多
言

語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
」
を
新
た
に
導
入
し
ま

し
た
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
市
へ
提
出
す
る
申
請

書
な
ど
の
押
印
を
令
和
３
年
度
よ
り
廃

止
し
て
い
ま
す
。

　

国
や
県
の
法
令
な
ど
に
定
め
の
あ
る

も
の
や
実
印
が
必
要
な
様
式
な
ど
は
従

来
ど
お
り
押
印
が
必
要
で
す
。

　

押
印
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
申
請
書
な

ど
を
提
出
す
る
各
課
へ
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済

•
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

•
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ

•
メ
ル
ペ
イ

•
ｄ
払
い

•
楽
天
ペ
イ

•
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
Ｐ
ａ
ｙ

•
ａ
ｕ
Ｐ
ａ
ｙ

証
明
書
の
発
行
手
数
料
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
で

問
総
務
課
（
市
役
所
２
階
）
☎
88
‐
１
１
１
６

よ
り
早
く
現
場
へ

新
シ
ス
テ
ム
始
動

問
消
防
署　

☎
88
‐
0
4
0
0

申
請
書
な
ど
の
押
印
を
廃
止
（
一
部
除
く
）

問
総
務
課
（
市
役
所
２
階
）
☎
88
‐
１
１
１
６

押印がいらない手続き
各種請求書、補助金申請書・実
績報告書　など

押印が必要な手続き
契約書、請書、入札書、見積書、
国や県の法令で定められている
出生届、婚姻届など

消防緊急通信指令システム
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